
政策 3 高齢福祉の充実

政策 4 障害福祉の充実

第２期実施計画における総評
・障害者を対象に、自己選択・自己決定に基づく自立した生活を送るための社会的支援と環境整備の充実を図った。
・障害者雇用支援センターによる一般就労が進展した。

施策12 障害者の地域生活における自立支援
施策における目標
障害者市民が、自己の意思に基づき、地域で自立した生活を送ることができるよう、支援の充実を図ります。

想定される主な取り組み
・障害者の相談に応じ、必要な情報の提供や助言、その他障害福祉サービスの
利用支援や関係機関との連絡調整を行う。
・障害者雇用支援センターを核とした一般就労の促進、職種開拓や就労支援を
展開する障害者事業団の取り組み等への支援を行う。
・成年後見制度の活用等、判断能力にハンディキャップのある市民について、福
祉サービスの円滑な利用や日常の金銭管理、財産管理等の支援を行う。

施策概要
障害者の地域生活に対する自立支援
並びに障害者の社会参加の促進。

・老人福祉センターにおいて、パソコン講座を開催するなど、事業メニューの多様化を図っているが、利用者数は横ばい
状況であり、利用者数の増加を図る必要がある。
・老人クラブの加入率は、個々の高齢者のニーズが多様化しているため、低下傾向にある。
・自立高齢者の就業率は高い水準を維持しており、高齢者の生きがい活動の一端を担っている。
・高齢者向け民間住宅オーナー登録制度については、登録件数が伸び悩んでいるため、高齢者等の円滑な入居に対
する支援を側面から実施する必要がある。

施策11 高齢者のいきいき生活の支援

高齢者がいきいきと暮らせる豊かな長寿社会の実現をめざします。

第２期実施計画における総評

施策における目標

想定される主な取り組み
・高齢者の学習意欲や社会参加意欲を一層高め、介護予防や閉じこもり予防、
健康づくりにつなげる。
・高齢者の地域活動や生涯学習、就労、社会参加など、高齢者の生きがい活動
の支援に努める。

施策概要
高齢者の地域活動や生涯学習、就
労、社会参加の促進。
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